
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
事
業
費
増
お

よ
び
土
地
評
価
額

 

９
月
８
日
の
組
合
総
会
で
決
定
さ
れ
た
２
０
９
億
円
か

ら
２
６
１
億
円
と
い
う
事
業
費
増
加
を
、
三
島
市
が
事
前
に

知
っ
た
の
は
い
つ
か
伺
う
。

 

三
島
市
が
所
有
す
る
市
営
三
島
駅
南
口
駐
車
場
部
分
の

土
地
評
価
額
が
坪
単
価
53
万
円
と
い
う
、
根
拠
を
伺
う
。

本
間
　
雄
次
郎

（
維
新
と
無
所
属
の
会
）

 

実
施
設
計
の
進
捗
を
踏
ま
え

て
徴
取
し
た
見
積
も
り
の
結
果
が

大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
こ
と
を
、

５
月
上
旬
に
伝
え
ら
れ
た
。
事
業

推
進
上
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い

こ
と
か
ら
、
工
事
費
の
圧
縮
を
再

開
発
組
合
で
行
い
、
調
整
後
の
工

事
費
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
の

進
め
方
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

 

再
開
発
組
合
の
鑑
定
で
は
、
再
開
発
事
業
前
の
市
所
有

地
は
近
隣
商
業
地
域
で
あ
る
一
方
、
一
般
地
権
者
の
所
有
地

は
商
業
地
域
で
あ
る
こ
と
や
、
一
般
地
権
者
の
所
有
地
と
比

較
し
て
地
積
が
過
大
で
競
争
性
の
観
点
か
ら
市
場
性
が
劣
る

こ
と
等
が
減
価
要
因
と
さ
れ
た
。
市
独
自
の
鑑
定
も
同
様
で

あ
り
、
適
正
と
判
断
す
る
。

 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住

居
や
就
労
、
家
計
な
ど
生
活
全
般
に

わ
た
る
相
談
に
対
し
、
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い
る
。
ひ
き

こ
も
り
相
談
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
あ

た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
談
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

 

概
算
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
算
定
は
、
学

識
経
験
者
や
公
的
団
体
等
の
代
表

者
で
構
成
す
る
新
庁
舎
整
備
検
討

委
員
会
で
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

国
土
交
通
省
監
修
の
文
献
に
お
い

て
、
基
本
構
想
や
基
本
計
画
の
策

定
段
階
で
は
整
備
地
や
規
模
の
検

討
材
料
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
資
料
掲
載
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
・
ご
家
族
へ
の
支
援

 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
や
家
庭
訪
問
に
も
対
応
で

き
る
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
専
門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

新
庁
舎
整
備
地

 

新
庁
舎
整
備
資
料
で
は
、
両
候
補
地
の
建
設
費
の
差
は

ほ
と
ん
ど
無
く
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
概
算
の
差
の
み
際
立
つ
。
市
民
判

断
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
の
で
は
。
見
解
を
伺
う
。

 

補
助
金
に
つ
い
て
は
費
用
便
益
比
に
基
づ
き
上
限
を
設

定
し
て
お
り
、
補
助
制
度
の
変
更
等
が
な
い
限
り
、
補
助
金

額
の
増
額
は
想
定
し
て
い
な
い
。
立
体
駐
車
場
の
取
得
に
係

る
市
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
権
利
変
換
計
画
の
認
可
後
、
議

会
に
諮
っ
た
上
で
契
約
す
る
こ
と
で
金
額
が
確
定
す
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
状
況

 

再
開
発
追
加
工
事
費
の
小
出
し
は
金
銭
感
覚
の
ま
ひ
を

引
き
起
こ
す
。
三
島
市
と
し
て
補
助
金
等
の
負
担
が
こ
れ
以

上
な
い
と
の
認
識
で
よ
い
か
伺
う
。

弓
場
　
重
明

（
維
新
と
無
所
属
の
会
）

 

令
和
５
年
度
に
実
施
す
る
移
住
定
住
促
進
業
務
委
託
に

よ
り
得
ら
れ
る
成
果
を
展
開
さ
せ
、
協
力
事
業
者
を
増
や
し

て
い
く
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
の
共
創
に
よ
り
空
き
家

の
所
有
者
や
利
活
用
者
が
相
談
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
地
域
性
に
応
じ
た
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
さ
せ
、

活
力
あ
る
三
島
を
目
指
し
て
い
く
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
る
教
育
格
差
の
是
正

 

三
島
市
が
行
っ
て
い
る
困
窮
世
帯
の
通
塾
支
援
事
業
の

拡
大
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に
対
す
る
補
助
事
業

の
取
り
組
み
へ
の
考
え
を
伺
う
。

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

 

令
和
５
年
度
中
に
把
握
・
分
析
さ
れ
る
子
ど
も
の
生
活

実
態
調
査
で
、
困
窮
家
庭
の
学
習
や
習
い
事
に
関
す
る
実
態

を
踏
ま
え
、
支
援
の
必
要
性
や
次
期
計
画
へ
の
反
映
を
考
え

て
い
く
。
国
の
動
向
等
の
情
報
を
収
集

し
、
よ
り
良
い
手
法
や
財
源
確
保
を
研

究
し
、
貧
困
の
連
鎖
防
止
に
引
き
続
き

注
力
し
て
い
く
。

将
来
に
お
け
る
空
き
家
対
策
の
共
創
方
針

 

三
島
市
で
は
官
民
連
携
の
強
化
と
し
て
共
創
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。
共
創
に
よ
る
空
き
家
対
策
と
し
て
、
将
来
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
。

土
屋
　
利
絵

（
改
革
み
し
ま
）

「
#
不
登
校
は
不
幸
じ
ゃ
な
い
」
に
つ
い
て

 

ひ
き
こ
も
り
相
談
対
応
は
、
内
容
に
応
じ
て
各
課
で

行
っ
て
い
る
が
、
相
談
窓
口
と
し
て
は
、
現
在
、
三
島
市
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
後

は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
、市
民
へ
の
周
知
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
な
ど
へ
の
常
設
の
入
口
相
談
窓
口
の

設
置 

困
り
事
に
よ
っ
て
担
当
課
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
で
き
な
い
か
。

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

思
い
や
り
運
転
の
推
進
に
よ
る
交
通
安
全
対
策

 
交
流
人
口
増
加
に
伴
い
交
通
事
故
増
加
が
懸
念
さ
れ

る
。
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
等
を
通
じ
、
思
い
や
り
運
転
の
取

り
組
み
を
市
内
外
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

 

思
い
や
り
運
転
の
推
進
は
、
交
通
事

故
防
止
を
目
的
に
平
成
24
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者

等
と
連
携
し
、
思
い
や
り
運
転
の
取
り
組

み
を
市
内
外
へ
発
信
し
な
が
ら
、
運
転
手

の
交
通
マ
ナ
ー
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図

り
、
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
の
実
現
に

努
め
て
い
く
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

 

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
タ
ワ
ー
棟
４
階
部

分
に
、
順
天
堂
病
院
の
高
度
医
療
が
入
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

 

タ
ワ
ー
棟
４
階
の
医
療
機
能
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明

で
き
る
段
階
で
は
な
い
が
、
１
フ
ロ
ア
を
一
括
で
利
用
す
る

形
態
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
事
業
関
係
者
の
協
議
は
継
続
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
三
島
市
医
師
会
と
の
意
思

疎
通
を
図
り
つ
つ
導
入
機
能
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

市
役
所
建
て
替
え
に
お
け
る
立
体
駐
車
場
整
備

 

50
億
円
を
か
け
る
立
体
駐
車
場
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ

て
、
詳
細
な
現
状
の
実
証
デ
ー
タ
も
な
く
発
表
し
、
議
論
す

る
こ
と
は
正
し
い
や
り
方
な
の
か
。

佐
野
　
淳
祥

（
緑
水
会
）

 

今
で
も
多
く
の
自
治
体
が
参
考
と
す
る
昭
和
の
論
文
を

引
用
し
て
い
る
が
、現
状
、市
に
お
け
る
業
務
の
増
加
に
加
え
、

自
動
車
で
の
来
庁
者
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
Ｄ
Ｘ

技
術
の
進
展
や
人
口
減
少
な
ど
も
加
味
し
て
、
駐
車
場
の
必

要
台
数
を
設
定
し
た
。

駐
車
場
２
４
０
台
の
計
算
式
数
値
の
根
拠

 

滞
留
時
間
20
分
、
窓
口
利
用
０・９
%
と
し
て
い
る
が
、

Ｄ
Ｘ
が
導
入
さ
れ
る
前
の
数
値
と
思
わ
れ
る
。
計
算
利
用
し

た
こ
の
数
値
は
い
つ
の
時
代
の
も
の
か
。

 

現
状
の
分
散
し
て
い
る
施
設

の
利
用
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、

ピ
ー
ク
時
の
利
用
台
数
等
を
割
り

出
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

仮
に
詳
細
な
デ
ー
タ
を
集
積
す
る

場
合
、
各
駐
車
場
に
長
い
月
日
を

か
け
、
多
く
の
人
員
を
配
置
し
分

単
位
で
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
、
調
査
に
要
す
る
費
用
も
膨

大
と
な
る
。
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